
 

  ごみ処理量の推移について（２８年度）  
 

 

 

 

数値目標 ごみ処理量 

 
 
 

 
 

家庭ごみについては，人口が 1％増加する中，市民の３Ｒへの取り組みなどで，１人 1日当

たりのごみ処理量（原単位）が減っており，ほぼ横ばいとなっております。 

 

事業系ごみについては，基準年次の平成 21 年度と比較すると減となっておりますが，近年

は経済状況の好転や交流人口の増加によって，横ばいとなっております。 

 

平成 28 年度のごみ処理量の合計は約 57 万トンで，基準年次と比較すると約 8千トンの減と

なっておりますが，近年はほぼ横ばいとなっています。 

 

 

 

 

 

 

参考資料４ 

※目標年次の数値は，千トン未満を四捨五入している。 

※平成 27 年国勢調査の結果を踏まえ，平成 23 年度から平成 2７年度の人口が遡及修正されたことに伴い，原単位も修正 


